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に調節すれば歩留 りが向上し,従ってサイズの効果は更に向上すると言われている3) ｡ 叉石炭
酸樹脂はスラリ-中に添加するだけではパルプに沈澱することが少いのでアラム等を適宜に添
加してパルプに沈澱せしめる必要がある｡＼これ等の場合スラリー中でpHを調節することは樹
脂の歩留 りを良 くしてサイズの効果を向上する他に,酸性でシ- トを形成し,熱圧された場合
に酸の存在が得られる ファイバ-ボ-ドの性質にいろいろと影響 をあたえるもの と考えられ
る｡ かかる理由から本研究においてほサイジングのさいのスラリーのpHと,得 られるファイ
バーボードの性質の関係及びサイズ剤の添加率等について検討した結果を報告する｡
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以上第 1表のごとき条件で製造した 40cmx30cm -の供試用ボー ドは約 1ケ月間童内に放置
後それぞれ性質試験をおこなった｡ 含水率は9-11%'であった.





げ試験機 (容量 50kg)を用い,スパンは 15cm として中央荷重で測定した｡手の場合試
片数は15-20個を用いた｡叉曲げ強さ測定後直ちにその一部を切断して含水率を測定した.
C.引張 り強さの測定 :2.5cmx20cm の試片を切りとり,前報1)に用いた試片のような
形に切り欠きを入れて,アムスラー式 4トン試験機を用い,目盛盤 400kg,荷重速度 100kg
/cm2/mim でおこなった｡侍試験片は15-20個を用い,測定後含水率を測定した｡















dbI ･100 叉 はH I-×100
で示し供試 RunNo.Ⅰの強度を基準として計算した｡
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Table2-4に見られるごとく,サイズ時の pH価は試験板の db に多大の影響をあたえて
いる○パルプのスラリ-に樹脂を添加しただけでは樹脂はノlOルプに吸着されず,樹脂はほとん
ど白水中に流失 すると思われるためにその場合のボー ドの Cbは割合に低い｡しかし試験番号
(I)(pH6,Resin0%,db381)を基準 としてその増加率を計算すれば dbは52.7%'も向上
している｡pH を漸次低下させると樹脂がパルプに沈澱し,その retention は漸次向上 し,
従って 6わも向上する｡pH価が6-4.5附近ではぼ o･',が Max になる｡ 樹脂の接着力と接




の低下と共に,繊維自体の強度も叉高温と強い酸性のために幾分損傷して強硬低 下 を もたら
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PhenoIResin 420～770 860～1080 1.24～1.35




ズの腰着力によると考えられ,これ らの曙着力が酸性によって促進されると考えられるo 酸 性
が更に強 くなると繊維自体の強度が低下するために,pH3附近がほぼ Max と考えられる｡
了ラムで pH を調節したものでは, HL,S04 で調節したものとほぼ同じ傾向を示している
浴,pH 4 では帖当多量の了ラムが必要 となり,圧縮時にカラメル懐になる場合が多い｡〉
C.引脹り強さ
Table2-4に見る様にbとほほ同じ様な傾向を見せている｡abは ofに比べて繊維自体の






加して強度に positive の効果があるとされている｡ファイバーボー ドの場合は樹脂の添加と




る｡この場合は 6,, (Jt と異な り繊維の損傷による低下がみられない｡
e.耐 水 性
耐水性の測定にさいして,試片の大きさが問題になり,いろいろと規定もある｡J･R･Stili
nger氏の研究7) によれば 10′′×10′′の試片と 3′×3′′の試片の場合,吸水率tl約 3-59/o'の
差があり,小試片の方が吸水率人であるD,出来るだけ大きい試片がのぞましいが試験板の都合
上 5cmX5cm を用いた｡叉水の温度が問題であるがこの実験では時期的に 23-25oC で試
験が出来たo (一部だけ 14oC で試験をおこなった〇 )
耐水性は Table5-7に示す様に pH が耐水性に大きく影響 しているO 樹脂の添加がない
場合でもpH が3附近に低下すると什闇 の耐水性を示す憶になるo酬 旨の添加よ強度の補強と
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耐水性の同上には,強度 (qb,の)の場合と異って pH の低下につれて漸次向上 し,pH 3
の時に最大の耐水性を示す｡ これは酸性下の圧稀で,繊維が疎水性化されるものと思われる｡
アラムで pH を調節 した場合も H2SO｡の時とほぼ同じ傾向であった｡
メラミンでサイズしたボードは耐水性がよくなかったが,これは樹脂の性質上,圧播温度を
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吸水率 W aterAbsorption(形) L 厚さ膨脹率 ThicknessSweliヮg(形)
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No.a～ fほ水 温 14oCで測 定 ｡*:aのデーターを基準にして 計算した｡
From atofwastestedwith14oC . *CaluculatedbyRunN o.abasis .
第8表 各種の pHでサイズされた供試ボードの耐湿性 pH の関係
RelationofmoistureresistancetopHoftestboadssizedatvariouspH.
試軌番号 吸湿率 MoistureAbsorption(7,A) 弓 厚さ膨張率 ThicknessSweling(形)
一∩訂~歩一蚕ー
RunNo. Max. とMean lMin.
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厚さ膨脹率 ThicknessSweling(形)
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少い｡ サイズ時の pH は全ての性質に大きく影響する｡ 強度の最大の点では耐水,耐湿性が
充分でないため適当な耐水処理が必要である｡
終 りに材料を恵与していただいた住友べ-クライ トKK,住友化学工業 KK 及び日本-ド
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